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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 Ｃ ｕ 、 Ａ ｇ 及 び Ａ ｕ の う ち 少 な く と も 一 種 の 含 有 量 が ２ ０ ～ ４ ５ 重 量
％ か ら な る 高 導 電 成 分 と 、 Ｗ 、 Ｍ ｏ の う ち 少 な く と も 一 種 の 含 有 量 が ５ ５ ～ ８ ０ 重 量 ％ か
ら な る 耐 弧 成 分 と を 含 む 接 点 材 料 と 、
　 こ の 接 点 材 料 の 金 属 組 織 に 最 大 断 面 積 が ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ０ ０ ５ ｍ ｍ 2 の も の が 複 数 点
在 し て 設 け ら れ た 高 導 電 成 分 相 と
　 を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る 真 空 遮 断 器 用 接 点 材 料 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 最 大 断 面 積 が ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ０ ０ ５ ｍ ｍ 2 の 高 導 電 成 分 相 は 全
高 導 電 成 分 含 有 量 の ５ ～ ３ ５ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 真 空 遮 断 器 用 接 点
材 料 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 接 点 材 料 の 金 属 組 織 に お い て 最 大 断 面 積 が ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ０ ０
５ ｍ ｍ 2 の 高 導 電 成 分 相 は 、 前 記 耐 弧 成 分 相 の マ ト リ ッ ク ス に 点 在 し て 全 高 導 電 成 分 含 有
量 の ５ ～ ３ ５ ％ 設 け た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 真 空 遮 断
器 用 接 点 材 料 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 最 大 断 面 積 が ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ０ ０ ５ ｍ ｍ 2 の 高 導 電 成 分 相 の 厚
さ は 、 １ ～ ５ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 請 求 項 ３ の 記 載 の
真 空 遮 断 器 用 接 点 材 料 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 前 記 最 大 断 面 積 が ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ０ ０ ５ ｍ ｍ 2 の 高 導 電 成 分 相 の 表 面
は 凹 凸 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 請 求 項 ４ の 記 載 の 真 空 遮 断 器
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用 接 点 材 料 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 前 記 耐 弧 成 分 の 粒 径 は １ ～ ５ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 真 空 遮 断 器 用 接 点 材 料 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 最 大 断 面 積 が ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ０ ０ ５ ｍ ｍ 2 の も の を 含 む 高 導 電 成 分
相 の 粉 末 と 、 含 有 量 が ５ ５ ～ ８ ０ 重 量 ％ の 耐 弧 成 分 の 粉 末 と を 混 合 す る 混 合 工 程 と 、
　 こ の 混 合 工 程 で 混 合 さ れ た 混 合 物 を 成 形 す る 成 形 工 程 と 、
　 こ の 成 形 工 程 に よ り 得 ら れ た 成 形 体 を 非 酸 化 性 雰 囲 気 中 で 焼 結 す る 焼 結 工 程 と
　 を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る 真 空 遮 断 器 用 接 点 材 料 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 最 大 断 面 積 が ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ０ ０ ５ ｍ ｍ 2 の も の を 含 む 高 導 電 成 分
相 の 粉 末 と 耐 弧 成 分 の 粉 末 と を 混 合 す る 混 合 工 程 と 、
　 こ の 混 合 工 程 で 混 合 さ れ た 混 合 物 を 成 形 す る 成 形 工 程 と 、
　 こ の 成 形 工 程 に よ り 得 ら れ た 成 形 体 を 非 酸 化 性 雰 囲 気 中 で 焼 結 す る 焼 結 工 程 と 、
　 こ の 焼 結 工 程 に よ り 得 ら れ た 焼 結 体 に 高 導 電 成 分 を 溶 浸 さ せ る 溶 浸 工 程 と
　 を 具 備 し て な る こ と を 特 徴 と す る 真 空 遮 断 器 用 接 点 材 料 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 混 合 工 程 に お い て 、 コ バ ル ト 、 ニ ッ ケ ル 、 鉄 の う ち 少 な く と も １
種 を ５ 重 量 ％ 以 下 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 又 は 請 求 項 記 載 の 真 空 遮 断 器 用 接
点 材 料 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 真 空 容 器 内 に 対 向 し て 設 け ら れ た 一 対 の 接 触 子 の 開 閉 動 作 に よ っ て
電 路 を 開 閉 す る 真 空 遮 断 器 に お い て 、
　 前 記 接 触 子 は Ｃ ｕ 、 Ａ ｇ 及 び Ａ ｕ の う ち 少 な く と も 一 種 の 含 有 量 が ２ ０ ～ ４ ５ 重 量 ％ か
ら な る 高 導 電 成 分 と 、 Ｗ 、 Ｍ ｏ の う ち 少 な く と も 一 種 の 含 有 量 が ５ ５ ～ ８ ０ 重 量 ％ か ら な
る 耐 弧 成 分 と を 含 む 接 点 材 料 と 、 こ の 接 点 材 料 の 金 属 組 織 に 最 大 断 面 積 が ０ ． ０ ０ １ ～ ０
． ０ ０ ５ ｍ ｍ 2 の も の が 複 数 点 在 し て 設 け ら れ た 高 導 電 成 分 相 と か ら な る こ と を 特 徴 と す
る 真 空 遮 断 器 。
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